
問題４　　

この田んぼの４つのすみとまわりに、３ｍおきに木杭
くい

をう

ちます。杭
くい

を何
なん

本用
よう

意
い

すればよいですか。

問題 5　　

問題 6　　

２本の旗
はた

が１4 ０ｍはなれて立
た

っています。この２本の旗
はた

の間
あいだ

に、7 ｍの間
かんかく

隔をあけて子供が立ち並
なら

びます。 何
なんにん

人の

子供が立ち並
なら

びますか。

４ｍの壁
かべ

があります。横
よこ

が４５ｃｍの額
がく

６つを、等
とう

間
かん

隔
かく

で

並
なら

べます。両
りょうはし

端は下の図の様
よう

に 20 ｃｍづつ空
あ

けるとすると、

額
がく

と額
がく

の間
かんかく

隔は何ｃｍにすればよいですか。

24M

30M

140 M

縦
たて

１辺 24 ｍに必要なくいの数（両
りょうはし

端を除
のぞ

く）は

24m ÷３m ー１= ７本

横 30m に必要なくいの数（両
りょうはし

端を除
のぞ

く）は、

30m ÷３m ー 1=9 本

用意すればよいくいの数は、

７本×２＋９本×２＋４＝３６本
↑４つのすみのくい

縦
たて

２４m、横
よこ

３０m の田んぼがあります。

植
う え き ざ ん

木算 （標
ひょうじゅん

準問題）

３６本

両はし 20 ｃｍと４５ｃｍの額６つを

４ｍ（４００ｍ）から引くと、

４００ｃｍー（４５ｃｍ×６＋２０ｃｍ×２）＝９０ｃｍ

額と額の間は５カ所あるので、間
かんかく

隔は、

９０ｃｍ÷５カ所＝１８ｃｍにすればよい。

１４０ｍの間に７ｍの間
かんかく

隔をあけて子供が立ち並ぶので

２本の旗の間は、140 ｍ÷７m ＝２０等分出来るから、

子供は 20 ー１＝１９人立ちならぶ。

１８ｃｍ

１９人

５６
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